
    
  
  
  

NEWS   RELEASE   

2021 年 1 ⽉ 12 ⽇   

株 式 会 社 chaintope   

み や ま パ ワー HD 株 式 会 社   

    

佐 賀 市 「 2050 年 カー ボ ン ニュー ト ラ ル・ 脱 炭 素 社 会 の 実 現」 に 向 け た 検 証 作 業 を 実 施 へ   

  - 環 境 価 値 を 電 ⼦ 証 書 化 す る ⾃ 治 体 初 の 取 組 に ブ ロッ ク チェー ン 技 術 を 採 ⽤ -   

  

  
1.   背 景   
第 203 回 国 会 に お け る ⾸ 相 所 信 表 明 演 説 に お い て、 「 2050 年 カー ボ ン ニュー ト ラ ル、 脱 炭 素 社 会 の 

実 現 を ⽬ 指 す」 こ と が 宣 ⾔ さ れ、 ⾰ 新 的 な イ ノ ベー ショ ン を 実 現 の 鍵 と 位 置 づ け、 実 ⽤ 化 を ⾒ 据 え た 

研 究 開 発 を 加 速 度 的 に 促 進 す る ⽅ 針 が 表 明 さ れ ま し た。   

ま た、 我 が 国 の ポ ス ト コ ロ ナ に お け る 成 ⻑ の 源 泉 の 軸 と し て 「グ リー ン、 デ ジ タ ル」 が 新 た に 掲 げ 

ら れ、 エ ネ ル ギー・ 環 境 分 野 の 中 ⻑ 期 的 な 課 題 を 解 決 す る と と も に 新 た な 成 ⻑ 戦 略 を 描 く た め に は、 

従 来 の 発 想 に よ ら な い ⾰ 新 的 な 技 術 の 開 発 や 新 し い シ ス テ ム の 構 築 が 必 要 と さ れ て い ま す。   

2010 年 に 環 境 都 市 宣 ⾔ を ⾏ い 「地 域 循 環 共 ⽣ 圏」 を 推 進 し て い る 佐 賀 市 で は、 「資 源 循 環」、 「炭 

素 循 環」、 「⼈ の 循 環」、 「経 済 循 環」 を キー ワー ド と し て、 地 域 の 資 源、 ⾃ 分 た ち の ⽬ の 前 に あ る 

も の の 可 能 性 を も う ⼀ 度 考 え 直 し、 そ の 資 源 を 有 効 活 ⽤ し な が ら 環 境・ 経 済・ 社 会 を よ く し よ う、 資 

源 を 融 通 し 合 う ネッ ト ワー ク を つ くっ て い こ う、 と 市 ⺠ と 共 に 取 り 組 ん で い ま す。   

  

  

( 地 域 循 環 共 ⽣ 圏 と は？ )   

  

こ の よ う な 地 域 循 環 共 ⽣ 圏 内 で の 価 値 の 循 環 を、 ブ ロッ ク チェー ン 技 術 を 利 ⽤ し て 可 視 化 す る こ と 

に よ り、 更 に 多 く の 市 ⺠ の ⾏ 動 変 容 を 促 し、 脱 炭 素 と 地 域 経 済 活 性 化 に つ な が る こ と を 期 待 し、 本 検 

証 作 業 の 実 施 に ⾄ り ま し た。   

  
  

2050 年 脱 炭 素 社 会 の 実 現 を 推 進 す る 佐 賀 市 （市 ⻑ ： 秀 島 敏 ⾏）、 社 会 に ブ ロッ ク チェー ン を 実 装 

す る こ と を ミッ ショ ン に 掲 げ る 株 式 会 社 chaintope （本 社 ： 福 岡 県 飯 塚 市、 代 表 ： 正 ⽥ 英 樹） と 電 

⼒ を 通 じ た 地 域 コ ミュ ニ ティ の 創 造 を ⽀ 援 す る こ と を ミッ ショ ン に 掲 げ る み や ま パ ワー HD 株 式 会 

社 （本 社 ： 福 岡 県 み や ま 市、 代 表 ： ⽩ 岩 紀 ⼈） は、 佐 賀 市 に お け る 「地 域 循 環 共 ⽣ 圏」 （＝ 地 域 が 

⾃ ⽴ し ⽀ え 合 う 関 係 づ く り） の ⼀ 環 と し て、 佐 賀 市 内 で の エ ネ ル ギー 等 の 地 域 内 循 環 を 可 視 化 し、 

ご み 発 電 電 ⼒ の 地 産 地 消 に よ る 環 境 価 値 を 電 ⼦ 証 書 化 す る シ ス テ ム を 試 作 し 「地 域 循 環 共 ⽣ 圏」 具 

体 化 可 能 性 の 検 証 作 業 を ⾏ う こ と を お 知 ら せ し ま す。   

https://www.city.saga.lg.jp/main/57144.html


    
  
  
  

2.   環 境 価 値 の 可 視 化   
佐 賀 市 で は、 清 掃 ⼯ 場 で ⽣ み 出 さ れ る ご み 発 電 に よ る 電 気 （再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギー） を 市 内 の 公 共 施 

設 に 供 給 す る こ と が で き る よ う に な り ま し た。 令 和 元 年 度 実 績 で は、 佐 賀 市 清 掃 ⼯ 場 で ⽣ み 出 さ れ た 

電 ⼒ は、 佐 賀 市 内 の ⼩ 中 学 校 及 び 公 共 施 設 112 ヶ 所 に 供 給 さ れ、 「電 ⼒ の 地 産 地 消」 が ⾏ わ れ て い ま 

す。 こ の こ と は 市 域 の ⼆ 酸 化 炭 素 排 出 量 削 減 や ⾃ ⽴・ 分 散 型 エ ネ ル ギー と し て の 価 値 に つ な がっ て い 

ま す。 さ ら に、 こ の こ と を 環 境 学 習 に 取 り ⼊ れ、 分 か り や す く 学 べ る よ う、 「ご み 発 電 ゲー ム」 と 称 

し た 出 前 授 業 を ⾏ い、 再 エ ネ の 付 加 価 値 向 上 と 環 境 意 識 の 醸 成 に 努 め て い ま す。 ( 佐 賀 市 清 掃 ⼯ 場 発 

電 電 ⼒ の 地 産 地 消 の 取 り 組 み )   

  

ま た、 同 ご み 焼 却 施 設 は、 ご み を 焼 却 し た 際 に 発 ⽣ す る 排 ガ ス か ら ⼆ 酸 化 炭 素 の み を 分 離 回 収 す る 

設 備 を 設 置 し て お り、 ご み 焼 却 施 設 に お け る ⽇ 本 初 CCU プ ラ ン ト で す。 （ ※CCU と は、 Carbon   

dioxide   Capture   and   Utilization の 略 で あ り、 ⼆ 酸 化 炭 素 の 分 離 回 収 に よ る 利 活 ⽤ を 意 味 し て い ま 

す。） ⼆ 酸 化 炭 素 は、 地 球 温 暖 化 の 原 因 と い わ れ て い ま す が、 ⼀ ⽅ で は、 炭 酸 飲 料 や ド ラ イ ア イ ス の 

原 料、 光 合 成 で 成 ⻑ す る 野 菜 や 微 細 藻 類 の 育 成 促 進 な ど に 役 ⽴ つ 資 源 で す。 佐 賀 市 で は、 ⼆ 酸 化 炭 素 

を 野 菜 や 藻 類 培 養 に 利 ⽤ す る た め、 平 成 28 年 8 ⽉ か ら ⼆ 酸 化 炭 素 分 離 回 収 設 備 を 稼 動 さ せ、 現 在 は 本 

CCU プ ラ ン ト の 隣 接 企 業 に ⼆ 酸 化 炭 素 を 供 給 し 「炭 素 循 環」 を ⾏ う と と も に、 企 業 誘 致 に よ る 「⼈ 

の 循 環」 と 「経 済 循 環」 を ⽣ み 出 し て い ま す。 ( ⼆ 酸 化 炭 素 分 離 回 収 事 業 に つ い て )   

  

こ の よ う に、 佐 賀 市 で は 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け た 先 駆 的 な 活 動 に 取 り 組 ん で き ま し た が、 そ の 活 

動 に よっ て ⽣ ま れ た 環 境 価 値 を 誰 も が そ の 正 し さ を 認 め る か た ち で 公 開 す る こ と が 難 し い と い う 課 題 

が あ り ま し た。 こ の 課 題 に 対 し て、 株 式 会 社 chaintope が 開 発 し た ブ ロッ ク チェー ン Tapyrus※1 ） を 

利 ⽤ し、 誰 も が そ の 真 正 性 を 確 認 で き る 電 ⼦ 証 書 と し て 公 開 す る こ と で、 企 業 間 や ⾃ 治 体 間 で の 切 磋 

琢 磨 が 促 さ れ、 政 府 ⽬ 標 の 「 2050 年 カー ボ ン ニュー ト ラ ル、 脱 炭 素 社 会 の 実 現」 の 後 押 し が 期 待 で 

き ま す。 ま た、 環 境 価 値 を 電 ⼦ 証 書 化 す る こ と に よ り 環 境 価 値 取 引 な ど の 新 し い ビ ジ ネ ス の 創 造 や、 

将 来 は 地 域 通 貨 と の 連 携 に よ る 地 域 経 済 活 性 化 に つ な が る こ と も ⾒ 込 ま れ ま す。   

本 取 組 の 第 ⼀ 段 階 と し て、 佐 賀 市 清 掃 ⼯ 場 で の ⼆ 酸 化 炭 素 排 出 削 減 量 の ⾒ え る 化・ 価 値 化 か ら 取 り 

組 む こ と と し ま し た。 具 体 的 に は、 佐 賀 市 清 掃 ⼯ 場 で ⽣ み 出 さ れ た 再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギー 発 電 実 績 と 佐 

賀 市 内 公 共 施 設 で の 再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギー 電 気 供 給 サー ビ ス 利 ⽤ 実 績 を ブ ロッ ク チェー ン に 記 録 し、 佐 

賀 市 内 で 確 か に 電 ⼒ が 地 産 地 消 さ れ た 証 明 と し て 「資 源 循 環 証 書」 を 発 ⾏ す る 実 証 実 験 を ⾏ い ま す。   

  

株 式 会 社 chaintope で は、 第 ⼀ 段 階 で の 「資 源 循 環」 の 証 明 の 取 組 を ⾜ が か り と し て、 将 来 的 に 

は、 地 域 循 環 共 ⽣ 圏 づ く り に お け る 「炭 素 循 環」、 「⼈ の 循 環」、 「経 済 循 環」 の 取 組 に つ い て も ブ 

ロッ ク チェー ン を 利 ⽤ し た 地 域 通 貨 の 仕 組 み な ど に よ り 後 押 し し、 持 続 可 能 な ま ち づ く り に 貢 献 す る 

こ と を ⽬ 指 し ま す。 さ ら に、 国 家 の 新 た な 成 ⻑ 戦 略 と し て 位 置 づ け ら れ た エ ネ ル ギー・ 環 境 分 野 に お 

け る 「 J- ク レ ジッ ト 制 度」 ※2) と の 連 携 も 視 野 に い れ る こ と で、 我 が 国 の 「 2050 年 カー ボ ン ニュー ト 

ラ ル・ 脱 炭 素 社 会 の 実 現」 に 向 け た 切 り 札 と な る 可 能 性 も あ る と 考 え て お り ま す。   

https://www.city.saga.lg.jp/main/39695.html
https://www.city.saga.lg.jp/main/39695.html
https://www.city.saga.lg.jp/main/44494.html


    
  
  
  

  

3.   本 取 組 の 体 制   
株 式 会 社 chaintope 及 び み や ま パ ワー HD 株 式 会 社 は、 本 取 組 を 協 働 す る こ と に よ り、 「地 域 循 環 共 

⽣ 圏」 の 創 造 に よ る 持 続 可 能 な 地 域 づ く り を 通 じ て、 環 境 で 地 ⽅ を 元 気 に す る と と も に、 持 続 可 能 な 

循 環 共 ⽣ 型 の 社 会 の 構 築 に 取 り 組 ん で ま い り ま す。   

今 後 も ブ ロッ ク チェー ン を 活 ⽤ し た 社 会 課 題 の 解 決 や、 ⾼ い 信 頼 性 が 求 め ら れ る シ ス テ ム の 開 発 に 

協 ⼒ し て 取 り 組 み、 DX を 推 進 す る お 客 様 の 事 業 を サ ポー ト し ま す。 電 ⼒ 分 野 の み な ら ず、 様々 な 領 

域 で の 活 ⽤ を 推 進 し て 参 り ま す。   

な お、 本 取 組 に あ たっ て、 荏 原 環 境 プ ラ ン ト 株 式 会 社、 新 井 康 平 ⽒ （佐 賀 ⼤ 学 名 誉 教 授） よ り 技 術 

協 ⼒ を い た だ き ま す。   

  

４.   パー ト ナー の 募 集   
本 取 組 の 趣 旨 に 賛 同 い た だ き、 持 続 可 能 な 循 環 共 ⽣ 型 の 社 会 の 構 築 に 共 に 取 り 組 ん で い た だ け る 仲 

間 を 募 集 し て い ま す。   

お ⼒ 添 え い た だ け る 企 業 様 か ら の ご 連 絡 を ⼼ よ り お 待 ち し て お り ま す。   

  

お 問 合 せ 先 ：  info@chaintope.com  （担 当 ： 北 川）     

  

  

  

  

  

  

  

Chaintope に つ い て   
「ブ ロッ ク チェー ン イ ン テ グ レー ター と し て 社 会 に ブ ロッ ク チェー ン を 実 装 す る」 こ と を ミッ ショ ン と し て 掲 げ る 
ブ ロッ ク チェー ン テ ク ノ ロ ジー カ ン パ ニー。 パ ブ リッ ク ブ ロッ ク チェー ン Tapyrus （タ ピ ル ス） を 基 盤 と し て 分 散 
型 DX 開 発 プ ラッ ト フォー ム を 提 供 し、 ⾼ 速 に ブ ロッ ク チェー ン ア プ リ ケー ショ ン を 開 発 し 提 供 い た し ま す。   
ウェ ブ サ イ ト ： https://www.chaintope.com/   

み や ま パ ワー HD 株 式 会 社 に つ い て   
「電 ⼒ を 通 じ た 地 域 コ ミュ ニ ティ の 創 造 を ⽀ 援 す る」 こ と を ミッ ショ ン と し て 掲 げ、 地 域 新 電 ⼒ 会 社 の 設 ⽴ 運 営 に 
よ る 地 域 課 題 解 決 の 資 ⾦ づ く り ⽀ 援、 地 域 課 題 解 決 の た め の ⾃ ⽴・ 分 散 型 エ ネ ル ギー 供 給 プ ラッ ト フォー ム に 関 す 
る コ ン サ ル ティ ン グ お よ び 業 務 受 託 に よ り、 豊 か で 住 み や す い 地 域 地 域 づ く り を サ ポー ト い た し ま す。   
ウェ ブ サ イ ト ： https://www.miyama-phd.jp/   

※1 ） Tapyrus お よ び Tapyrus プ ラッ ト フォー ム に つ い て   
Chaintope が 開 発 す る エ ン ター プ ラ イ ズ 向 け の ブ ロッ ク チェー ン で あ り、 進 化 を 続 け る 最 先 端 の ブ ロッ ク チェー ン 
関 連 技 術 を 統 合 的 に 利 ⽤ で き る シ ス テ ム 開 発 プ ラッ ト フォー ム。   
Tapyrus は、 複 数 の 法 ⼈ で 共 同 運 営 す る コ ン ソー シ ア ム の ⽅ 針 に 合 わ せ て、 新 し い 記 録 を 分 散 台 帳 に 書 き 込 む 際 の 
ルー ル を 設 計 で き、 か つ 公 開 さ れ て い る オー プ ン ソー ス ソ フ ト ウェ ア を 利 ⽤ し て、 誰 で も ⾃ 由 に 分 散 台 帳 を 閲 覧 で 
き る 透 明 性 を あ わ せ 持 つ。 開 発 者 は Tapyrus プ ラッ ト フォー ム の 各 種 サー ビ ス （特 許 技 術 を 含 む） を 利 ⽤ し、 ブ 
ロッ ク チェー ン の 複 雑 な 要 素 技 術 を 意 識 す る 事 な く、 安 全 で ⾼ 信 頼 の ア プ リ ケー ショ ン を 開 発 す る こ と が で き る。   
各 業 界 の エ ン ター プ ラ イ ズ 向 け に ブ ロッ ク チェー ン 技 術 を 協 ⼒ し て 社 会 実 装 す る パー ト ナー 企 業 を 募 集 中。   

※2 ） J ク レ ジッ ト 制 度 に つ い て   
国 が 認 証 す る Ｊ － ク レ ジッ ト 制 度 と は、 省 エ ネ ル ギー 機 器 の 導 ⼊ や 森 林 経 営 な ど の 取 組 に よ る、 CO2 な ど の 温 室 
効 果 ガ ス の 排 出 削 減 量 や 吸 収 量 を 「ク レ ジッ ト」 と し て 国 が 認 証 す る 制 度 で す。 本 制 度 は、 国 内 ク レ ジッ ト 制 度 と 
オ フ セッ ト・ ク レ ジッ ト （ J-VER ） 制 度 が 発 展 的 に 統 合 し た 制 度 で、 国 に よ り 運 営 さ れ て い ま す。 本 制 度 に よ り 創 
出 さ れ た ク レ ジッ ト は、 低 炭 素 社 会 実 ⾏ 計 画 の ⽬ 標 達 成 や カー ボ ン・ オ フ セッ ト な ど、 様々 な ⽤ 途 に 活 ⽤ で き ま 
す。   
ウェ ブ サ イ ト ： https://japancredit.go.jp/   

mailto:info@chaintope.com

